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蒸し暑い日でしたが、鈴川沿いは心なしか涼しい、愛宕滝の前で。 

               

 

        

７
月
・ 

平
成
28
年
、
環
境
庁
主
催
の
「
名
水
百
～
選
」
で
、「
お
い
し
い
秦

野
の
水
～
丹
沢
の
雫
～
」
が
「
お
い
し
さ
」
部
門
で
全
国
1
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
又
、
今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
の
説
明
板
「
荒
井
湧
水
今

昔
」
に
は
、
『
信
州
諏
訪
大
社
の
龍
神
（
大
蛇
）
が
東
国
の
お
い
し
い

水
を
求
め
て
、
こ
の
地
に
飛
来
し
た
そ
う
で
す
。
竜
神
の
頭
の
と
こ
ろ

梅
雨
明
け
間
も
な
い
真
夏
日
の
午
後
、
観
ボ
ラ
役
員
有
志
８
名
で
「
大

山
門
前
町
プ
チ
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行
い
ま
し
た
。
蔦
本
会
長
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
歩
き
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

大
山
観
光
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
今
は
、
神
奈
中
バ
ス
の
終
点
で
あ
る

【
大
山
ケ
ー
ブ
ル
】
バ
ス
停
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の

大
山
詣
の
賑
わ
い
は
門
前
町
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
く
さ
ん
の
宿
坊
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
翌
日
の
大
山
寺
及
び
山
頂
を
目
指

す
多
く
の
江
戸
っ
子
た
ち
が
、
こ
こ
門
前
町
で
に
ぎ
や
か
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
の
で
は
と
思
う
と
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。
も
う
一
度
令

和
の
時
代
に
、
大
山
門
前
町
が
、
若
い
世
代
か
ら
お
年
寄
り
の
方
々
ま
で

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。 

今
回
、【
と
う
ふ
坂
】
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、【
大
山
駅
】
バ
ス
停
ま
で
歩

い
て
み
る
と
、
人
の
い
な
い
宿
坊
や
住
宅
、
空
き
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
土
地
や
建
物
を
再
活
用
で
き
れ
ば
、
多
く
の
人
を
引
き

入
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
「
縁
結
び
の
ス

ポ
ッ
ト
」
「
ス
イ
ー
ツ
の
店
」
「
川
沿
い
や
滝
つ
ぼ
で
の
水
遊
び
場
」
等
。 

９月の 

ウォークの

ご案内 ① 

秦
野
湧
水
巡
り
と
出
雲
大
社
相
模
分
祠 

９
月
１６
日
（
水
）
９
時
３０
分 

秦
野
駅
改
札
口
集
合 

 

秋のオススメ 

大山門前町 

を歩こう！ 

江
戸
時
代
に
は
年
間
二
十
万
人
が
訪
れ
た
大
山
詣
。 

宿
坊
が
立
ち
並
ぶ
大
山
門
前
町
は
、
今
も
そ
の
歴
史
的
な
趣

を
残
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
研
修
を

兼
ね
た
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

９月の 

ウォークの

ご案内 ② 

日
向
の
彼
岸
花
の
群
生
地
か
ら
七
沢
路
へ 

９
月
25
日
（
金
）
８
時
３０
分 

伊
勢
原
駅
北
口
集
合 

 

今
年
も
開
催
し
ま
す
！
人
気
の
定
番
コ
ー
ス
、
日

向
地
区
の
彼
岸
花
群
生
地
を
訪
れ
ま
す
。
静
か
な
里

山
の
風
景
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
い
な
が
ら
、
日
向
の
坊

の
路
を
歩
き
ま
す
。
七
沢
の
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ

ー
で
は
職
員
さ
ん
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
館
内
を

見
学
。
解
散
後
は
食
の
市
で
の
お
買
い
物
や
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
お
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

 

 
弘法の清水 

に
諏
訪
神
社(

現
在
の
今
泉
神
社)

を
祀

り
、
竜
神
の
尾
の
と
こ
ろ
が
尾
尻
と
い

う
地
名
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
と
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
泉
を
中
心
に
、
平

沢
か
ら
尾
尻
に
か
け
て
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
湧
水
が
あ
ら
わ
れ
、
名
水
百
選
の

地
を
代
表
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
』

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
湧
水
群

と
古
社
寺
を
楽
し
み
な
が
ら
巡
っ
て
行

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

  
 

  

ま
た
、
確
か
な
情
報
を
元
に
新

た
な
説
明
看
板
等
の
設
置
も
必
要

か
と
思
い
ま
し
た
。 

今
回
の
暑
い
ウ
ォ
ー
ク
の
中

で
、
鈴
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な

が
ら
、
良
弁
滝
お
よ
び
愛
宕
滝
の

下
で
、
涼
し
い
風
を
感
じ
な
が
ら
、

ひ
と
時
の
避
暑
が
で
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
大
山
門
前
町
に
心
を

馳
せ
、
新
し
い
発
見
、
何
か
で
き
な

い
か
を
考
え
な
が
ら
、
あ
ら
た
め

て
門
前
町
を
ぜ
ひ
歩
い
て
み
ま
し

ょ
う
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 上
泉
義
朗 

記 
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観
ボ
ラ
の
新
プ
ラ
ン
・
定
点
ガ
イ
ド
9
月
か
ら
実
施 

天
下
の
大
山
寺
を 

各
（
土
）（
日
）（
祝
日
）
に
2
名
体
制
で 

 

大
河
ド
ラ
マ
放
映
運
動 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
陳
情
努
力
中 

  

署
名
の
32
万
筆
超
過
を
背
景
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
陳
情
は
、
地
元
の
渡
辺
紀
之
県
会
議
員
、

前
田
秀
資
伊
勢
原
市
会
議
員
さ
ん
が
今
努

力
中
で
す
。 

署
名
は
力
、
賛
同
自
治
体
を
広
げ
な
が

ら
放
映
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１
３
０
０
年
余
の
歴
史
を
持
ち
、
関
東
の
霊
峰
大
山
の
ま
ん
中
に
位
置
す
る
お
不
動
さ
ん

で
お
な
じ
み
の
大
山
寺
を
観
ボ
ラ
が
案
内
し
ま
す
。
秋
は
9
月
か
ら
11
月
ま
で
16
日
間
、

又
、
春
の
3
月
は
16
日
間
案
内
し
ま
す
。
こ
の
間
、
伊
勢
原
市
商
工
観
光
課
、
大
山
寺
と
相

談
を
し
て
実
施
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
費
用
は
、
大
山
遺
産
還
元
金
対
象
で
賄
い
ま
す
。
当

日
は
、
グ
リ
ー
ン
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
大
山
寺
の
本
堂
の
階
段
脇
に
机
を
用
意
し
て
待
機
、

本
堂
の
内
部
と
境
内
を
案
内
し
ま
す
。
案
内
の
あ
と
、
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
た
か
な
ど
は
、
親

し
く
感
想
を
伺
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

秋
の
実
施
日
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
除
い
て
、
9
月
は
、
13
、
19
、
20
、
21
、
22
、
23
、

27
日
。
10
月
は
、
10
、
11
、
12
、
17
、
18
、
25
、
31
日 

。
11
月
は
１
、
３
日
で
す
。 

 結
成
30
年
で
到
達
し
た
定
点
ガ
イ
ド 

 

県
下
の
観
ボ
ラ
の
中
（
21
観
ボ
ラ
）
で
、
定
点
ガ
イ
ド
を
実
施
し
て
い
る
の
は
小
田
原
、

南
足
柄
、
藤
沢
・
江
ノ
島
、
横
浜
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
、
横
浜
金
沢
区
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
、
川
崎
市 

川
崎
区
歴
史
ガ
イ
ド.

協
議
会
な
ど
で
す
が
、
こ
の
度
の
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
の
定
点
ガ
イ
ド 

は
、
歴
史
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
市
と
お
寺
の
協 

力
、
観
ボ
ラ
の
成
長
と
体
制
で
す
。
と
同
時
に
、
ガ
イ
ド 

に
当
っ
て
は
「
親
切
に
明
確
に
、
大
山
寺
の
１
３
０
０
年
歴 

史
を
余
す
こ
と
な
く
お
伝
え
し
て
観
光
振
興
の
発
展
に
寄
与 

で
き
る
」
よ
う
心
が
け
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
間
、
努
力 

さ
れ
た
役
員
に
は
感
謝
で
す
。
み
な
さ
ん
、
大
山
寺
に
行
っ 

た
ら
声
を
か
け
あ
い
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

観
ボ
ラ
結
成
30
年 

記
念
行
事
を
検
討
中 

 

い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
の
結
成
日
は
１
９
９
８
年
11
月
8
日
、
来
年
は
30
年
と
な
り
ま
す
。 

観
ボ
ラ
役
員
会
で
は
、
こ
の
歴
史
的
な
到
達
点
を
節
目
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
祝
お
う
と

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
プ
ラ
ン
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
県
下
で
8
番
目
の
観
ボ
ラ
、
現

在
、
21
の
観
ボ
ラ
が
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
は
い
せ
は
ら
流
の
活
動
ス
タ

イ
ル
で
こ
れ
ま
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
ア
イ
デ
ア
を
プ
ラ
ン
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。「
30
年
み
ん
な
で
祝
っ
て
乾
杯
だ
」 

 

第
16
期
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座 

猛
暑
な
ん
の
と
計
画
通
り
実
施 

7
月
11
日
開
講
し
た
第
16
期
観
光
ガ
イ

ド
養
成
講
座
は
猛
暑
に
も
め
げ
ず
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。 

＊
一
般
観
光
ガ
イ
ド
講
座 

 

7
月
18
日
、
中
央
公
民
館
で
「
伊
勢
原
市

の
歴
史
文
化
財
・
神
社
・
仏
閣
の
基
礎
知

識
」 

 

8
月
2
日
、
中
央
公
民
館
で
「
佛
教
と
伊

勢
原
、
伊
勢
原
の
草
花
・
樹
木
」 

 

9
月
12
日
は
、
伊
勢
原
駅
北
口
9
時
集

合
、
現
地
講
座
・
三
之
宮
地
区
を
歩
い
て
学

び
ま
す 

＊
英
語
ガ
イ
ド
講
座 

 

7
月
18
日
、
中
央
公
民
館
で
伊
勢
原
の 

歴
史
文
化
財
、
神
社
・
仏
閣
の
基
礎
組
織 

 

8
月
9
日
、
中
央
公
民
館
、
座
学
・
大
山
。 

 

9
月
6
日
、
伊
勢
原
駅
北
口
、
9
時
集

合
、
大
山 

①
門
前
町
コ
ー
ス
で
す
。 

  

か
な
が
わ
ガ
イ
ド
協
議
会
合
同
研
修
会 

10
月
20
日
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
担
当
で
実
施 

観
ボ
ラ
が
加
入
す
る
「
か
な
が
わ
協
議
会 

合
同
研
修
会
」
が
伊
勢
原
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時 

10
月
20
日
10
時
か
ら
15
時
ま
で 

場
所 

伊
勢
原
市
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講
演
・
講
師 

伊
勢
原
市 

諏
訪
間
伸
さ
ん 

コ
ー
ス 

太
田
道
灌
と
下
糟
屋
を
ウ
オ
ー
ク 

予
定 

9
月
末
締
め
切
り
、
対
象
観
ボ
ラ
数
は
21
。 

  

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

暦
の
上
で
は
立
秋
で
す
が
、
猛
暑
は
続

き
ま
す
。
ご
健
康
に
お
気
を
つ
け
て 

お
過
ご
し 

ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

令
和
8
年
8
月 

観
ボ
ラ
役
員
会 

 

阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭 

観
ボ
ラ
参
加
し
ま
す 

 

恒
例
の
秋
季
例
大
祭
が
８
月
27
日
か
ら

29
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
、
観
ボ
ラ
で
は

こ
の
例
大
祭
の
行
列
に
４
人
が
参
加
し
ま

す
。
か
つ
て
、
産
能
大
教
授
斎
藤
先
生
は 

「
一
見
に
値
す
る
」
と
評
し
た
よ
う
に
古

式
豊
か
な
行
列
で
す
。
拍
手
を
送
り
ま
し

ょ
う
。 

大山寺 
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暑 

中 

雑 

感   
 

観
ボ
ラ 

三
上
利
栄 

 
 

 

暦
の
上
で
は
立
秋
、
暑
さ
は
真
っ
盛
り
、
馬

鹿
暑
い
。
連
日
の
猛
暑
で
身
体
に
は
き
び
し
い

日
々
で
あ
る
。
８
月
２
日
、
連
れ
合
い
が
腰
あ

た
り
が
痛
い
と
床
か
ら
立
ち
上
が
れ
な
い
。
こ

り
ゃ
大
変
と
救
急
車
を
お
願
い
し
た
。
１
１
９

番
に
電
話
す
る
前
に
隣
近
所
に
「
救
急
車
呼
び

ま
す
の
で
」
と
挨
拶
。
診
察
の
結
果
「
圧
迫
骨

折
」
と
か
で
入
院
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
骨
粗

し
ょ
う
症
化
が
あ
る
と
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
の
よ

う
だ
。
こ
れ
以
来
、
主
夫
業
に
徹
し
て
い
る
。 

 

私
の
関
わ
る
第
２２
期
い
せ
は
ら
市
民
大
学

の
受
講
の
申
し
込
み
が
続
々
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
問
い

合
わ
せ
あ
り
、
嬉
し
や
で
あ
る
。
知
っ
た
お
名

前
、
初
め
て
の
お
名
前
あ
り
、
身
が
引
き
し
ま

る
。
市
役
所
に
も
申
し
込
み
が
た
く
さ
ん
来
て

い
る
と
聞
く
、
あ
り
が
た
や
で
あ
る
。
会
長
と

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
と
打
合
せ
。 

 

盛
岡
の
義
理
姉
か
ら
お
中
元
届
く
。
今
年
は

、
珍
品
の
三
陸
の
海
宝
漬
け
、
96
歳
か
７
歳
だ

が
元
教
員
で
超
元
気
。
週
３
日
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

に
行
っ
て
い
る
と
手
紙
に
あ
り
、
ほ
っ
と
す
る

。
聞
く
と
、
曾
孫
が
花
巻
東
高
で
野
球
部
だ
と

い
う
。
頼
も
し
い
こ
と
で
、
頑
張
っ
て
！
と
返

事
書
く
。 

 

最
近
再
建
し
た
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
事
務

局
長
よ
り
９
月
の
役
員
会
の
こ
と
相
談
し
た
い

と
手
紙
。
人
口
３
万
人
が
今
７
千
人
と
減
少
、

町
お
こ
し
を
同
窓
会
の
方
針
に
追
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
い
現
状
に
、
地
方
創
生
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？
。 

 

こ
う
し
て
、
猛
暑
・
酷
暑
に
も
公
私
の
仕
事

は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
年
齢

や
病
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
、
高
校
野
球
を
応
援

し
、
暇
つ
ぶ
し
に
忙
し
い
。
小
庭
の
木
で
蝉
ミ

の
声
、
い
つ
も
よ
り
小
さ
い
声
だ
が
じ
い
ち
ゃ

ん
頑
張
れ
と
聞
こ
え
、
応
援
歌
だ
と
思
っ
て
い

る
。 

 

伊
勢
原
川
柳
会 

観
ボ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
８
月
号 

 

テ
ー
マ
「
伝
統
」 

 我
が
家
で
は
米
粒
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と 

神
棚
と
仏
壇
拝
む
わ
が
家
か
な 

ト
イ
レ
に
も
神
の
存
在
感
謝
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
玄 

薪
能
大
山
狂
言
伝
統
に 

修
験
道
大
山
寺
の
鉄
不
動 

伝
統
の
座
禅
修
業
石
雲
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

康
雄 

憲
法
は
日
本
の
伝
統
戦
争
放
棄 

今
は
な
し
昔
の
行
事
消
え
て
い
く 

伝
統
を
大
事
に
守
り
生
き
て
い
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
の
み
ま
す 

伝
統
は
地
縁
血
縁
歴
史
積
み 

南
部
鉄
器
伝
統
工
芸
岩
手
産 

廃
れ
行
く
伝
統
芸
の
人
口
減 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栄
泉 

  

首
揃
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

栄
泉 

若
者
は
デ
ー
ト
の
つ
い
で
に
墓
参
り 

 

き
な
臭
い
こ
の
頃
暗
い
記
事
多
し 

 

終
活
し
い
つ
ま
で
元
気
シ
ニ
ア
族 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

と
ー
ふ
ー 

 

俳 

句 
 

佐
藤
和
夫 

野
仏
に
供
え
る
如
く
彼
岸
花 

乳
母
車
止
ま
れ
ば
留
る
赤
と
ん
ぼ 

表
札
の
虚
し
き
空
き
家
柿
熱
る
る 

 
 

「
自
由
句
」 

 

憲
法
は
国
民
の
総
意
国
会
じ
ゃ
な
い 

う
そ
つ
き
の
口
先
女
は
退
陣
を 

中
東
の
原
油
が
日
本
の
生
き
る
道 

と
の
み
ま
す 

よ
い
と
ま
け
昭
和
を
語
る
反
戦
歌 

早
取
り
の
野
菜
求
め
て
無
人
さ
ん 

夕
ご
は
ん
丸
い
ち
ゃ
ぶ
だ
い
ひ
と
り
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

康
雄 

認
知
症
多
趣
味
が
無
趣
味
寝
る
が
趣
味 

台
風
が
来
る
た
び
寝
不
足
古
普
請 

認
知
の
会
同
情
心
が
共
通
項 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栄
泉 

素
的
だ
な
磁
石
の
よ
う
な
老
夫
婦 

ま
た
買
う
か
最
近
増
え
た
失
し
た
も
の 

批
判
よ
り
人
気
終
わ
り
待
つ
ば
か
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
玄 

 

姉
妹
都
市
交
流
（
２
） 

 
観
ボ
ラ
副
会
長 

前
田
秀
資 

  

姉
妹
都
市
調
印
式
が
行
わ
れ
る
茅
野
市

役
所
に
到
着
し
た
の
は
午
前
１０
時
前
後
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
庁
舎
は
木
造
２
階
建
て

で
し
た
。 

今
思
う
と
ま
こ
と
に
失
礼
な
話
で
す
が

「
田
舎
の
市
役
所
だ
な
ぁ
」
と
思
い
つ
つ
、

内
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
は
新
聞
関
係
者
の
控
え
室
で
、
石
炭

ス
ト
ー
ブ
が
ガ
ン
ガ
ン
焚
か
れ
て
お
り
、
記

者
の
皆
さ
ん
が
囲
ん
で
い
ま
し
た
。
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
カ
メ

ラ
が
か
な
り
年
季
の
入
っ
た
レ
ン
ジ
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
式
の
カ
メ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で
す
。 

私
の
持
っ
て
い
た
カ
メ
ラ
は
、
キ
ャ
ノ
ン

の
Ａ
Ｅ
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
最
安
値
の

カ
メ
ラ
で
し
た
。
記
者
の
皆
さ
ん
は
ベ
テ
ラ

ン
ば
か
り
だ
し
、
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。 

調
印
式
そ
の
も
の
は
、
割
合
と
短
時
間
で

終
わ
り
、
厳
か
な
感
じ
だ
っ
た
と
し
か
憶
え

て
い
ま
せ
ん
。 

式
典
の
後
、
ど
こ
か
の
料
亭
の
一
室
に
案

内
さ
れ
、
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
数
名
の
伊
勢
原
市
職
員
と
、
毎
日
新

聞
記
者
の
川
島
銀
次
郎
さ
ん
と
私
だ
け
で

し
た
。
私
は
そ
の
よ
う
な
会
食
の
経
験
が
な

か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
川
島
さ
ん
の
能
弁
ぶ

り
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
に
わ
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
川
島
さ
ん
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
は
「
宴
会
屋
銀
次
郎
」
。
声
も
大
き
く
口

数
も
多
く
、
場
の
盛
り
上
げ
方
も
半
端
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

◆伊勢原市と長野県茅野市の 
姉妹都市提携について 

伊勢原市は、１９７１年に町から市となり、今

年２０２６年は市制５５周年になります。そして

伊勢原市からの申し出により、長野県の茅野市と

姉妹都市の提携を結んだのが、記念すべき市制１

５周年の１９８６年（昭和６１年）１月２１日で

した。その主旨は次の通りです。 

※＜姉妹都市提携の主旨＞伝統ある文化都市と

して発展している長野県茅野市と文化・社会・経

済など各般にわたる交流を行うことにより、相互

の理解と友好改善を深め、共に豊かで、活力ある

都市づくりを推進する。以下は交流活動の例。 

・2023.10.1 道灌祭りでの ・長野県の県花リンドウ 

「御柱の曳行（えいこう）」（＊花言葉：勝利、正義） 

＊大木を引いて進めること  とクルリン 
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       2026年 9月～10月 スケジュール 

・
矢
倉
沢
往
還
を
歩
く
④
《
渋
沢
～
松
田
》 

 

い
よ
い
よ
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
矢
倉
沢
往
還
へ
。
約 

20
分
の
峠
越
え
の
上
り
坂
の
後
は
秋
の
丹
沢
連

山
、
富
士
山
、
箱
根
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
軽
快

な
尾
根
歩
き
で
松
田
を
め
ざ
し
ま
す
。 

・
秦
野
の
東
光
寺
と
土
屋
一
族
の
墓
を
巡
る 

 

秦
野
東
光
寺
の
薬
師
堂
に
は
由
来
あ
る
薬
師
像
が

あ
り
ま
す
。
金
目
川
へ
下
る
と
、
か
っ
て
の
土
屋
城

の
跡
が
あ
り
、
土
屋
一
族
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
最
後

に
洞
窟
探
検
を
し
よ
う
。 

・
日
向
の
彼
岸
花
の
群
生
地
か
ら
七
沢
路
へ 

 

定
番
彼
岸
花
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
後
、
七
沢
に
あ
る

自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
へ
。
解
散
後
は
お
買
い

も
の
や
お
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。 

 

 

  

・
秦
野
湧
水
巡
り
と
出
雲
大
社
相
模
分
祠 

涼
を
求
め
て
秦
野
の
湧
水
を
巡
り
な
が
ら
、
「
関

東
の
い
ず
も
さ
ん
」
な
ど
歴
史
の
あ
る
神
社
仏
閣

を
訪
ね
ま
す
。 

 

熱
中
症
を
避
け
る
た
め
8
月
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

行
事
が
あ
り
ま
せ
ん 

 

8
月
は
行
事
が
あ
り
ま
せ
ん 

 
 

 

 

 

涼
を
求
め
て
秦
野
の
湧
水
を
巡
り
な
が
ら
、
「
関
東

の
い
ず
も
さ
ん
」
な
ど
歴
史
の
あ
る
神
社
仏
閣
を
訪

ね
ま
す
。 

   
 

  

行 
 

 

事 

10
月
28
日
（
水
） 

≪
昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

渋
沢
駅
南
口 
8
時
45
分 

解
散 

新
松
田
駅 

12
時
50
分
頃 

10
月
13
日
（
火
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

東
海
大
学
前
駅
南
口 

9
時 

解
散 

土
屋
橋
バ
ス
停 

12
時
頃 

9
月
25
日
（
金
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口 

８
時
30
分 

解
散 

七
沢
「
食
の
市
」
の
前
12
時 

9
月
16
日
（
水
） 

≪

昼
食
休
憩
・
有
》 

集
合 

秦
野
駅
改
札
口
9
時
30
分 

解
散 

秦
野
駅
南
口 

14
時
頃 

 

実
施
日
・
時
刻 

★★★ ★★ ★★ ★★  難易度 

約 7ｋｍ 約 4.6ｋｍ 約 4ｋm 約 6ｋｍ 約 距離 

参 加 費 は おひとり 500円 参加費 

渋
沢
駅
＝
渋
沢
中
学
校
入
り
口
～
弘
法

の
す
ず
り
水
～
地
福
寺
～
三
嶋
社
・
椎

の
木
森
～
富
士
見
塚
～
篠
窪
～
神
山
神

社
～
籠
場
橋
石
仏
群
～
延
命
寺
前
大
門

通
り
～
新
松
田
駅
（
解
散
） 

東
海
大
学
駅
＝
宿
矢
名
バ
ス
停
～
東
光

寺
観
音
堂
～
八
声
橋
～
二
子
塚
古
墳
～

土
屋
橋
～
熊
野
神
社
～
大
乗
院
～
土
屋

城
址
と
高
陣
山
～
土
屋
一
族
の
墓
～
妙

圓
寺
～
土
屋
橋
バ
ス
停
（
解
散
） 

伊
勢
原
駅
＝
日
向
薬
師
バ
ス
停
～
彼
岸
花

群
生
地
～
日
向
の
坊
を
歩
く
～
や
ぎ
さ
ん

牧
場
の
群
生
地
～
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ

ー
～
食
の
市
の
前
（
解
散
） 

秦
野
駅
～
弘
法
の
清
水
～
今
泉
名
水
桜
公

園
～
今
泉
神
社
～
浄
圓
寺
～
出
雲
大
社
相

模
分
祠
～
兵
庫
の
泉
～
小
藤
川
湧
水
～
ま

い
ま
い
の
泉
～
今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
～

秦
野
駅
（
解
散
） 

 

主
な 

コ
ー
ス 

コースは変更になる場合があります。また、降雨率 40％以上は中止となります。 

★ 初心者向けコース  ★★ 一般向けコース   ★★★ 健脚コース 

★★★★ 長距離・健脚コース  ★★★★★ 同左（大山山頂クラス 杖必要） 

問い合わせ（080）7382－8217・観ボラ事務局 17時～19時  

・ 熱中症、雨天の場合などの実施確認先：当日朝、観ボラホームページで確認できます。

または上記電話へ（朝 6時 30分～7時 30分） 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＊
事
務
局
の
問
合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
番
号
は
下
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
日
朝
、
ご
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
三
七
・
五
度
C
以

上
や
体
調
が
悪
い
場
合
は
ご
参
加
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

＊
掲
載
行
事
は
予
約
な
し
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

参
加
当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付
け
ま
す
。（
緑
の
帽
子
が
目
印
） 

行
程
中
の
交
通
費
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。 

＊
持
ち
物
と
服
装 

 

持
ち
物
：
弁
当
（
昼
食
休
憩
の
記
載
が
あ
る
コ
ー
ス
）
、
雨
具
、 

 

飲
料
水
、
タ
オ
ル
等
。
マ
イ
ナ
保
険
証
等
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、 

ウ
オ
ー
ク
に
適
し
た
靴
・
服
装 

 

＊
会
員
募
集
中
！ 

入
会
金
無
料
、 

令
和
8
年
度
年
会
費 

一
、
五
０
０
円 

 

＊
年
会
費
受
付
中 


